
From a University Orchestra to a Left-Wing Drama:

The Impact of Tao Jingsunʼs Music Activities on

“Yishujishe” Theatrical Company

NAKAMURA Midori

Abstruct

“Yishujishe” was the first left-wing theatrical company of China

established in Shanghai in 1929. The company mainly consisted of the

members of the left-wing literature group called “Chuangzaoshe”. To this

day, the researchers have paid much attention to the production records of

the performing proletarian dramas in this theatrical company. However,

little attention has paid to the hidden impact of individual artist who

acuqired musical knowledge and techniques in Japan.

In this paper, I will examine how “Yishujishe” company attempted to

exhibit modernity through their plays as well as how an individual artist

contributed to the companyʼs modern art and music production. I will

engage with these questions by scrutinizing the music activities of Tao

Jingsun who had participated in the two university orchestras during his

study in Japan in the 1920s. I argue that Taoʼs knowledge and techniques of

Western music, which was cultivated in Japan, had significant impact on

Yishujishe company and their performing arts.
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大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら
左
翼
演
劇
へ

︱
芸
術
劇
社
に
お
け
る
陶
晶
孫
の
音
楽
活
動

︱

中

村

み

ど

り

は
じ
め
に

一
九
二
一
年
に
中
国
人
日
本
留
学
生
が
東
京
で
創
設
し
︑
上
海
を
本
拠
地
と
し
て
活
動
し
た
文
学
団
体
﹁
創
造
社
﹂
は
﹁
新
浪
漫

主
義
﹂
を
掲
げ
︑
既
成
の
新
文
学
の
文
壇
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
ん
だ
︒
し
か
し
︑
中
国
知
識
人
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
四
・
一

二
ク
ー
デ
タ
ー
後
︑
創
造
社
も
ま
た
若
手
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
て
﹁
革
命
文
学
﹂
へ
と
大
き
く
方
向
転
換
を
図
る
︒
そ
の
よ
う
な

な
か
︑
創
造
社
内
で
は
演
劇
運
動
の
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
︑
一
九
二
九
年
二
月
に
創
造
社
が
国
民
政
府
の
思
想
弾
圧
で
封
鎖
さ
れ
る

と
︑
創
設
以
来
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
|
伯
奇
と
陶
晶
孫
︑
お
よ
び
若
手
メ
ン
バ
ー
の
馮
乃
超
や
許
幸
之
が
主
軸
と
な
り
︑
中
国
初
の

左
翼
劇
団
﹁
芸
術
劇
社
﹂
を
発
足
さ
せ
る
に
至
る
︒

芸
術
劇
社
の
運
営
に
は
︑
さ
ら
に
共
産
党
系
の
太
陽
社
の
作
家
た
ち
が
加
わ
る
が
︑
そ
の
背
景
に
は
︑
当
時
対
立
し
て
い
た
魯
迅

と
創
造
社
の
若
手
メ
ン
バ
ー
を
和
解
さ
せ
︑﹁
左
翼
作
家
連
盟
﹂
の
成
立
を
促
そ
う
と
す
る
中
国
共
産
党
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
と
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さ
れ
る
︒
芸
術
劇
社
の
設
立
過
程
お
よ
び
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
戯
曲
の
上
演
の
詳
細
に
つ
い
て
は
︑
す
で
に
先
行
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
き

た
︒
し
か
し
︑
近
年
︑
È
飛
氏
が
指
摘
す
る
通
り
︵
1
︶

︑
芸
術
劇
社
の
公
演
で
は
︑
日
本
と
ソ
連
の
前
衛
的
な
演
劇
形
式
を
取
り
入
れ
る

な
ど
実
験
的
な
試
み
を
行
っ
て
お
り
︑
加
え
て
活
動
の
芸
術
面
に
目
を
向
け
て
こ
そ
︑
芸
術
劇
社
が
果
た
し
た
役
割
を
よ
り
総
体
的

に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒

こ
の
た
め
本
論
で
は
︑
芸
術
劇
社
で
音
響
を
担
当
し
た
陶
晶
孫
の
音
楽
に
関
す
る
仕
事
を
通
し
て
︑
同
社
が
目
指
し
た
演
劇
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
︒
ま
ず
第
一
章
で
は
︑
芸
術
劇
社
の
結
成
と
活
動
の
概
要
を
再
確
認
す
る
︒
第
二
章
で
は

陶
晶
孫
の
日
本
留
学
期
の
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
へ
の
参
加
に
つ
い
て
調
べ
︑
つ
づ
く
第
三
章
で
は
︑
陶
晶
孫
の
芸
術
劇
社
お
よ
び
彼

が
主
催
し
た
人
形
劇
団
﹁
木
人
戯
社
﹂
に
お
け
る
音
楽
関
連
の
活
動
を
主
に
論
じ
る
︒
こ
れ
ら
の
考
察
を
経
て
︑
上
海
の
都
市
文
化

が
開
花
し
つ
つ
あ
っ
た
一
九
二
九
年
か
ら
三
〇
年
を
背
景
と
し
︑
芸
術
劇
社
が
形
成
し
た
演
劇
空
間
の
特
色
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
︒

1
．
芸
術
劇
社
の
概
要

本
章
で
は
︑
先
行
研
究
と
芸
術
劇
社
の
関
連
資
料
に
基
づ
き
︑
芸
術
劇
社
の
結
成
お
よ
び
公
演
︑
刊
行
物
︑
演
劇
講
習
な
ど
活
動

の
内
容
を
確
認
し
︑
そ
の
上
で
同
社
が
目
指
し
た
左
翼
演
劇
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
︒

︵
1
︶
芸
術
劇
社
の
結
成
ま
で

芸
術
劇
社
の
前
身
の
一
つ
と
し
て
︑
一
九
二
八
年
に
東
京
で
中
国
人
日
本
留
学
生
が
結
成
し
た
﹁
青
年
芸
術
家
連
盟
﹂
が
挙
げ
ら
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れ
る
︵
2
︶

︒
当
時
東
京
美
術
学
校
の
学
生
で
あ
っ
た
許
幸
之
や
司
徒
慧
敏
︑
京
都
高
等
工
芸
学
校
で
学
ん
で
い
た
葉
沉
︵
沈
西
苓
︶
な
ど

美
術
を
学
ぶ
中
国
人
留
学
生
た
ち
が
中
国
美
術
界
の
現
状
に
不
満
を
抱
き
︑
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
運
動
の
推
進
を
目
的
と
し
て
結
成

し
た
芸
術
団
体
が
﹁
青
年
芸
術
家
連
盟
﹂
で
あ
っ
た
︒
彼
ら
は
秋
田
雨
雀
や
村
山
知
義
を
講
演
に
招
く
な
ど
︑
日
本
の
左
派
文
化
人

と
密
接
な
交
流
を
行
っ
て
い
た
︒
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
て
き
た
葉
沉
や
許
幸
之
の
回
想
か
ら
は
︑
彼
ら
が
当
時
︑
日
本
の
新
劇
の
揺

籃
の
地
で
あ
っ
た
﹁
築
地
小
劇
場
﹂
に
通
い
︑
演
劇
の
実
習
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︵
3
︶

︒
一
九
二
九
年
六
月
か
ら
七
月
に

か
け
て
﹁
左
翼
劇
場
﹂
が
上
演
し
た
︑
中
国
の
京
漢
鉄
道
ス
ト
ラ
イ
キ
を
題
材
と
し
た
村
山
知
義
脚
本
の
﹁
暴
力
団
記
﹂︵
検
閲
後

﹁
全
線
﹂
へ
改
題
︶
の
舞
台
で
は
︑
留
学
生
た
ち
は
考
証
を
担
当
し
た
と
い
う
︒
そ
の
後
︑
葉
沉
ら
は
日
本
で
学
ん
だ
演
劇
理
論
と

技
術
を
中
国
へ
持
ち
帰
り
︑
芸
術
劇
社
の
活
動
の
主
軸
と
な
る
︒

一
方
︑
芸
術
劇
社
の
も
う
一
つ
の
前
身
は
︑
フ
ラ
ン
ス
租
界
善
鐘
路
︵
現
常
熟
路
︶
に
校
舎
を
構
え
た
上
海
芸
術
大
学
の
学
生
演

劇
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
︵
4
︶

︒
上
海
芸
術
大
学
は
︑
田
漢
を
文
学
部
主
任
に
迎
え
た
時
期
に
学
生
演
劇
が
盛
ん
と
な
り
︑
田
漢
が
去
っ
た
後
︑

校
長
周
勤
豪
は
大
学
の
経
営
再
建
の
た
め
︑
今
度
は
青
年
た
ち
の
間
で
人
気
の
あ
っ
た
創
造
社
の
左
翼
作
家
を
講
師
と
し
て
招
聘
す

る
︒
王
独
清
を
新
た
な
文
学
部
主
任
に
据
え
︑
馮
乃
超
や
李
初
梨
な
ど
若
手
メ
ン
バ
ー
が
教
壇
に
立
つ
と
︑
入
学
希
望
者
が
殺
到
し

た
と
い
う
︒
一
九
二
九
年
前
半
︑
学
生
た
ち
が
電
車
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
す
る
と
︑
上
海
芸
術
大
学
は
租
界
の
警
察
に
よ

り
閉
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
︑
再
開
後
に
は
教
員
の
入
れ
替
え
が
あ
り
︑
陶
晶
孫
も
ま
た
音
楽
学
部
の
講
師
に
加
わ
っ
た
︒
同
校

の
学
生
演
劇
で
活
躍
し
て
い
た
女
学
生
の
王
瑩
︑
陳
波
児
︑
李
声
韻
ら
は
︑
芸
術
劇
社
の
創
設
後
に
は
そ
の
舞
台
に
立
ち
︑
役
者
と

し
て
同
社
の
活
動
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
︒

こ
の
よ
う
な
前
史
を
経
て
︑
創
造
社
の
作
家
お
よ
び
上
海
芸
術
大
学
の
学
生
た
ち
が
集
い
︑
一
九
二
九
年
六
月
に
芸
術
劇
社
は
成

大学オーケストラから左翼演劇へ93



立
大
会
を
開
催
し
︑
約
六
十
名
の
男
女
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た
︵
5
︶

︒
そ
し
て
同
年
秋
に
正
式
に
発
足
す
る
︵
6
︶

︒
留
意
す
べ
き
は
︑
当
時

は
ま
だ
﹁
無
産
階
級
﹂
と
い
う
言
葉
は
な
く
︑
芸
術
劇
社
は
﹁
新
興
芸
術
﹂
を
旗
印
と
し
て
掲
げ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
︵
7
︶

︒
芸
術
劇
社

の
本
部
は
最
終
的
に
竇
楽
安
路
︵
現
多
倫
路
︶
に
置
か
れ
︑
|
伯
奇
が
社
長
に
就
任
し
た
︒
六
つ
の
部
門
か
ら
成
り
︑
総
務
部
の
ほ

か
︑
音
楽
部
︵
陶
晶
孫
担
当
︶︑
美
術
部
︵
許
幸
之
担
当
︶︑
文
学
部
︵
馮
乃
超
・
龔
冰
盧
担
当
︶︑
監
督
部
︵
葉
沉
・
沈
端
先
﹇
夏

衍
﹈
担
当
︶︑
演
劇
部
︵
劉
丱
な
ど
担
当
︶
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
︵
8
︶

︒

︵
2
︶
芸
術
劇
社
第
一
回
公
演
と
第
二
回
公
演

次
に
公
演
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
︵
9
︶

︒
芸
術
劇
社
の
第
一
回
公
演
は
︑
一
九
三
〇
年
一
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
虞
洽
Ò

路
︵
現
西
蔵
路
︶
の
寧
波
同
郷
会
会
館
で
行
わ
れ
た
︒
上
演
演
目
は
︑
①
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
原
作
﹁
愛
と
死
と
の
戯

れ
﹂︵﹁
愛
与
死
的
角
逐
﹂︑
監
督
＝
葉
沉
︑
出
演
＝
凌
鶴
・
李
声
韻
・
易
潔
︶︑
②
ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
ク
レ
ア
原
作
﹁
二
階
の
男
﹂

︵﹁
梁
上
君
子
﹂︑
監
督
＝
魯
史
︑
出
演
＝
陳
波
児
・
魯
史
・
劉
丱
︶︑
③
ド
イ
ツ
の
ミ
ル
ト
ン
原
作
﹁
炭
坑
夫
﹂︵﹁
炭
坑
夫
﹂︑
監
督

＝
沈
端
先
︑
唐
晴
初
・
王
瑩
・
凌
鶴
︶
で
あ
っ
た
︒
な
お
︑
残
念
な
が
ら
芸
術
劇
社
の
台
本
は
残
さ
れ
て
い
な
い
︒

各
演
目
の
原
作
の
概
要
を
記
す
と
︑﹁
愛
と
死
と
の
戯
れ
﹂
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
背
景
と
す
る
︒
革
命
議
会
の
議
員
で
あ
る
が
︑

ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
恐
怖
政
治
に
異
議
を
唱
え
て
処
刑
を
覚
悟
す
る
夫
︑
元
恋
人
へ
の
想
い
を
封
印
す
る
妻
︑
こ
れ
ら
男
女
の
心
の
È

藤
を
人
道
主
義
の
立
場
か
ら
描
い
た
作
品
で
あ
っ
た
︒
ま
た
﹁
二
階
の
男
﹂
は
︑
失
業
し
路
頭
に
迷
っ
た
男
が
工
場
主
の
手
先
で
あ

る
弁
護
士
の
屋
敷
に
盗
み
に
入
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
︒
男
の
身
の
上
話
を
聞
き
︑
同
情
し
た
弁
護
士
夫
人
は
夫
の
改
心
を

試
み
る
︒
最
後
の
﹁
炭
坑
夫
﹂
は
︑
劣
悪
な
環
境
の
も
と
働
く
炭
坑
夫
が
︑
肺
病
を
病
む
娘
と
息
子
を
失
い
︑
ス
ト
ラ
イ
キ
の
先
頭
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に
立
つ
姿
を
捉
え
て
い
る
︒

つ
づ
く
第
二
回
公
演
は
︑
一
九
三
〇
年
三
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け
て
︑
北
四
川
路
横
浜
橋
の
日
本
人
専
用
の
劇
場
︑

上
海
演
芸
館
で
上
演
さ
れ
た
︒
演
目
は
︑
①
馮
乃
超
・
龔
冰
盧
原
作
﹁
阿
珍
﹂︵
監
督
＝
魯
史
︑
出
演
＝
唐
晴
初
︶︑
②
ド
イ
ツ
の
レ

マ
ル
ク
原
作
︑
村
山
知
義
脚
本
﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂︵﹁
西
部
戦
線
無
戦
事
﹂︑
総
監
督
＝
沈
端
先
︑
監
督
＝
葉
沉
︑
出
演
＝
劉

丱
・
李
声
韻
・
陳
波
児
・
王
瑩
︶
で
あ
っ
た
︵
10
︶

︒

演
目
の
原
作
の
内
容
は
︑﹁
阿
珍
﹂
で
は
︑
中
国
人
労
働
者
の
家
庭
を
舞
台
と
し
︑
処
刑
さ
れ
た
共
産
党
員
の
姉
を
持
つ
少
女
が
︑

役
人
の
両
親
に
対
す
る
搾
取
を
目
に
し
て
立
ち
上
が
る
姿
を
描
い
て
い
る
︒
一
方
︑﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
は
第
一
次
世
界
大
戦

を
舞
台
と
し
︑
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
反
戦
小
説
で
あ
る
︒
ド
イ
ツ
人
青
年
志
願
兵
の
目
を
通
し
て
︑
次
々
と
仲
間
が

亡
く
な
る
戦
争
の
残
酷
さ
が
描
か
れ
︑
一
九
二
九
年
の
原
作
発
表
の
翌
年
に
は
ア
メ
リ
カ
で
映
画
化
さ
れ
る
な
ど
︑
ま
さ
に
時
代
の

空
気
を
捉
え
た
作
品
で
あ
っ
た
︒

二
回
の
公
演
の
観
客
席
に
は
︑
大
学
生
と
労
働
者
の
ほ
か
︑
洪
深
や
田
漢
︑
さ
ら
に
共
産
主
義
派
の
ア
メ
リ
カ
人
新
聞
記
者
の
ス

メ
ド
レ
ー
︑
朝
日
新
聞
社
特
派
員
の
尾
崎
秀
実
や
新
聞
連
合
上
海
支
局
記
者
の
山
上
正
義
の
姿
も
あ
っ
た
と
い
う
︒
ま
た
当
時
の
記

録
に
よ
れ
ば
︑
芸
術
劇
社
は
加
え
て
移
動
劇
団
の
形
態
で
︑
紡
績
工
場
労
働
者
の
演
芸
会
や
�
国
独
立
運
動
記
念
会
に
参
加
す
る
な

ど
︑
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
︵
11
︶

︒

︵
3
︶
芸
術
劇
社
の
上
演
演
目
と
刊
行
物
︑
講
習
に
つ
い
て

さ
て
︑
芸
術
劇
社
の
上
演
作
品
は
︑
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
書
き
下
ろ
し
の
戯
曲
﹁
阿
珍
﹂︵﹃
大
衆
文
芸
﹄
第
二
巻
第
四
期
︑
一
九
三
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〇
年
五
月
︶
を
除
く
と
︑
全
て
が
欧
米
作
家
の
翻
訳
作
品
で
あ
り
︑
ま
た
い
ず
れ
も
以
前
に
日
本
の
演
劇
界
で
上
演
さ
れ
た
戯
曲
で

あ
っ
た
︒
一
例
を
挙
げ
る
と
︑﹁
愛
と
死
と
の
戯
れ
﹂
は
﹁
築
地
小
劇
場
﹂︵
一
九
二
六
年
一
月
︶︑﹁
二
階
の
男
﹂
は
﹁
前
衛
座
﹂

︵
一
九
二
七
年
六
月
︶︑﹁
炭
坑
夫
﹂
は
﹁
前
衛
座
﹂︵
一
九
二
七
年
六
月
︶︑﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
は
﹁
劇
団
築
地
小
劇
場
﹂︵
一

九
二
九
年
十
一
︱
十
二
月
︶
に
よ
り
上
演
さ
れ
て
い
る
︵
12
︶

︒
こ
れ
ら
の
演
目
の
選
択
は
︑
劇
団
の
主
軸
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
日
本
の

演
劇
界
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
︒
そ
れ
を
裏
付
け
る
証
言
の
一
つ
と
し
て
︑
村
山
知
義
の
自
伝

﹃
演
劇
的
自
叙
伝
﹄
で
は
︑
当
時
村
山
が
使
用
し
た
﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
の
演
出
台
帳
お
よ
び
舞
台
装
置
を
上
海
に
送
り
︑
さ

ら
に
葉
沉
と
手
紙
で
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
︵
13
︶

︒

芸
術
劇
社
の
上
演
作
品
の
も
う
一
つ
の
特
色
と
し
て
︑
そ
の
多
く
が
社
会
の
な
か
で
虐
げ
ら
れ
た
労
働
者
の
姿
に
触
れ
て
い
る
が
︑

各
作
品
の
題
材
の
取
り
上
げ
方
は
異
な
り
︑
様
々
な
角
度
か
ら
社
会
の
矛
盾
と
人
間
の
苦
悩
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
︒
つ
ま
り
︑
芸
術
劇
社
の
メ
ン
バ
ー
は
左
翼
演
劇
の
普
及
の
た
め
︑
日
本
か
ら
持
ち
帰
っ
た
経
験
を
十
分
に
活
か
す
と
同
時
に
︑

ま
た
決
し
て
画
一
的
で
は
な
い
︑
多
様
な
芸
術
性
を
内
包
す
る
左
翼
演
劇
を
目
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

ま
た
芸
術
劇
社
は
公
演
活
動
の
ほ
か
︑
演
劇
論
集
﹃
戯
劇
論
文
集
﹄︵
神
州
国
光
社
︑
一
九
三
〇
年
︶
を
出
版
し
︑
同
時
期
に
演

劇
︑
美
術
︑
映
画
︑
音
楽
︑
文
学
の
総
合
誌
﹃
芸
術
﹄
月
刊
︵
一
九
三
〇
年
三
月
︑
創
刊
号
で
停
刊
︶
と
﹃
沙
侖
﹄
月
刊
︵
一
九
三

〇
年
六
月
︑
創
刊
号
で
停
刊
︶
を
刊
行
し
て
い
た
︒
さ
ら
に
第
一
回
公
演
の
準
備
を
す
す
め
る
傍
ら
︑
の
ち
に
左
翼
作
家
連
盟
の
成

立
大
会
会
場
と
な
る
中
華
芸
術
大
学
に
て
二
ヶ
月
間
に
わ
た
り
︑
応
募
者
の
青
年
た
ち
に
対
し
て
演
劇
講
習
を
開
講
し
た
︒﹁
演
劇

史
概
要
﹂︑﹁
監
督
論
﹂︑﹁
音
楽
入
門
﹂︑﹁
舞
台
装
置
学
﹂︑﹁
演
技
実
習
﹂
な
ど
の
講
師
は
︑
|
伯
奇
︑
陶
晶
孫
︑
馮
乃
超
︑
許
幸
之

や
葉
沉
︑
王
一
榴
ら
が
担
当
し
た
と
い
う
︵
14
︶

︒
こ
の
よ
う
な
芸
術
劇
社
が
刊
行
し
た
総
合
雑
誌
の
誌
面
構
成
︑
そ
し
て
演
劇
講
習
の
内
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容
か
ら
は
︑
芸
術
劇
社
が
各
芸
術
分
野
に
跨
る
︑
総
合
芸
術
と
し
て
の
左
翼
演
劇
の
形
成
を
試
み
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

一
九
三
〇
年
四
月
に
芸
術
劇
社
は
国
民
政
府
に
封
鎖
さ
れ
る
が
︑
そ
の
時
に
は
す
で
に
百
名
近
く
の
メ
ン
バ
ー
を
抱
え
て
い
た
︵
15
︶

︒

封
鎖
後
︑
王
瑩
は
舞
台
︑
映
画
女
優
と
し
て
人
気
を
博
し
︑
ま
た
葉
沉
︵
沈
西
苓
︶
は
映
画
監
督
と
し
て
名
を
馳
せ
る
な
ど
︑
元
メ

ン
バ
ー
た
ち
は
演
劇
界
や
映
画
界
に
身
を
投
じ
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
︒
以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
︑
芸
術
劇
社
が
果
た
し
た

役
割
と
し
て
︑
中
国
初
の
左
翼
劇
団
を
発
足
さ
せ
た
こ
と
に
留
ま
ら
ず
︑
同
時
に
ま
た
演
劇
と
美
術
︑
映
画
︑
音
楽
︑
文
学
を
融
合

し
た
新
た
な
総
合
芸
術
と
し
て
の
左
翼
演
劇
の
場
を
築
き
︵
16
︶

︑
各
分
野
で
活
躍
し
得
る
演
劇
人
を
輩
出
し
た
こ
と
も
挙
げ
る
べ
き
だ
と

考
え
ら
れ
る
︒

2
．
日
本
留
学
期
に
お
け
る
陶
晶
孫
の
芸
術
活
動

陶
晶
孫
︵
一
八
九
七
︱
一
九
五
二
︶
は
︑
創
造
社
の
な
か
で
最
も
深
く
日
本
社
会
に
馴
染
ん
だ
作
家
で
ま
た
医
学
者
で
あ
る
︒
一

九
〇
六
年
に
故
郷
無
錫
か
ら
来
日
し
︑
東
京
府
立
一
中
︑
第
一
高
等
学
校
で
学
ん
だ
︒
そ
の
後
︑
一
九
一
九
年
に
九
州
帝
国
大
学
医

学
部
へ
入
学
し
︑
同
窓
の
郭
沫
若
を
通
し
て
創
造
社
に
参
加
す
る
︒
な
お
︑
こ
の
頃
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
︒

一
九
二
三
年
︑
九
州
帝
大
卒
業
後
は
︑
さ
ら
に
東
北
帝
国
大
学
理
学
部
に
進
み
︑
神
経
生
理
学
の
研
究
に
従
事
し
︑
ま
た
郭
沫
若
夫

人
の
佐
藤
を
と
み
の
妹
︑
当
時
仙
台
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
英
語
教
員
で
あ
っ
た
佐
藤
み
さ
を
と
結
婚
し
た
︒
一
九
二
六
年
に

は
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
の
付
属
病
院
で
医
師
免
許
を
得
る
た
め
実
習
を
受
け
て
い
る
︒
そ
の
傍
ら
︑
の
ち
の
芸
術
劇
社
お
よ
び
木

人
戯
社
に
つ
な
が
る
芸
術
活
動
を
行
っ
て
い
た
︒
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︵
1
︶
村
山
知
義
の
作
品
へ
の
興
味

文
学
面
で
は
︑
一
九
二
七
年
に
上
海
で
出
版
し
た
陶
晶
孫
の
第
一
創
作
集
﹃
音
楽
会
小
曲
﹄︵
創
造
社
出
版
部
︶
に
は
︑
日
本
新

感
覚
派
の
文
体
を
模
倣
し
た
作
品
が
収
め
ら
れ
て
お
り
︑
そ
の
試
み
は
中
国
で
最
も
早
い
日
本
新
感
覚
派
の
紹
介
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る
︵
17
︶

︒
し
か
し
な
が
ら
︑
同
時
期
に
陶
晶
孫
は
ま
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
色
の
強
い
戯
曲
や
人
形
劇
に
も
興
味
を
抱
き
始
め
て
い
た
︒

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
作
家
こ
そ
が
︑
青
年
芸
術
家
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
と
行
き
来
し
︑
ま
た
芸
術
劇
社
第
二
回
公
演
﹁
西
部
戦
線

異
状
な
し
﹂
の
脚
本
の
執
筆
者
と
し
て
同
公
演
を
支
援
し
た
村
山
知
義
で
あ
っ
た
︵
18
︶

︒

以
前
︑
拙
論
で
言
及
し
た
通
り
︵
19
︶

︑
ド
イ
ツ
留
学
で
表
現
主
義
の
美
術
を
学
ん
だ
村
山
は
︑
日
本
へ
帰
国
し
た
一
九
二
〇
年
代
初
期

に
は
前
衛
芸
術
家
と
し
て
活
動
し
︑
後
に
左
翼
演
劇
へ
と
方
向
転
換
し
て
い
る
︒
陶
晶
孫
が
一
九
二
七
年
に
翻
訳
し
た
村
山
の
人
形

劇
︑
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の
セ
ネ
ガ
ル
兵
を
主
人
公
と
し
た
﹁
や
っ
ぱ
り
奴
隷
だ
﹂
は
︑
反
戦
劇
で
は
あ
る
も
の
の
︑
彼
特
有
の
都
会

風
で
洗
練
さ
れ
た
雰
囲
気
を
湛
え
た
作
品
で
あ
っ
た
︒
陶
晶
孫
の
村
山
の
作
品
へ
の
興
味
は
︑
自
ら
綴
っ
た
紹
介
文
﹁
村
山
知
義
﹂

︵﹃
大
衆
文
芸
﹄
第
二
巻
第
四
期
︶
の
な
か
で
明
確
に
語
ら
れ
て
い
る
︒

村
山
の
前
半
の
作
品
は
い
ず
れ
も
ド
イ
ツ
を
題
材
と
し
て
い
る
︒
人
形
劇
﹁
や
っ
ぱ
り
奴
隷
だ
﹂︑﹁
進
水
式
﹂︑﹁
砂
漠
で
﹂︑

﹁
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た
ネ
ロ
﹂
は
す
べ
て
初
期
の
作
品
で
あ
る
︒
最
近
で
は
︑
中
国
に
題
材
を
取
り
︑﹁
阿
片
戦
争
﹂︑﹁
全
線
﹂

な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
︒
前
期
の
作
品
は
︑
語
句
の
大
半
が
難
解
で
あ
る
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
が
︑
こ
の
傾
向
は
む
し
ろ
私

の
気
質
に
合
っ
た
︒
こ
の
た
め
翻
訳
を
手
が
け
た
作
品
は
そ
れ
な
り
の
数
に
上
る
︒
今
思
い
出
せ
る
範
囲
で
は
︑﹁
兵
士
に
つ

い
て
﹂︑﹁
共
同
ベ
ン
チ
﹂︑﹁
阿
片
戦
争
﹂︑﹁
や
っ
ぱ
り
奴
隷
だ
﹂︑﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
／
元
来
︑
プ
チ
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ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
が
あ
る
程
度
発
達
し
た
国
で
は
︑
多
く
の
人
が
一
度
は
表
現
主
義
に
染
ま
り
や
す
い
︒
こ
れ
は
必
然
の
過
程

で
あ
り
︑
ド
イ
ツ
の
表
現
主
義
を
日
本
へ
輸
入
し
た
の
は
村
山
で
あ
っ
た
︒
表
現
主
義
を
信
奉
し
た
人
々
は
間
も
な
く
し
て
マ

ル
ク
ス
主
義
へ
と
転
向
し
た
が
︑
こ
れ
も
ま
た
必
然
の
こ
と
で
あ
る
︵
20
︶

︒

右
記
の
文
章
か
ら
は
︑
陶
晶
孫
の
村
山
知
義
の
作
品
へ
の
共
感
は
︑
前
衛
的
な
表
現
や
モ
ダ
ン
な
感
覚
に
惹
か
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
︒
後
述
の
通
り
︑
村
山
の
脚
本
﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
は
五
幕
十
三
場
の
大
型
劇
で
あ
り
︑
芸
術
劇
社
第
二
回

公
演
に
際
し
て
︑
そ
の
手
が
込
ん
だ
脚
本
の
中
国
語
へ
の
翻
訳
は
陶
晶
孫
が
手
が
け
て
い
る
︒
こ
れ
は
彼
の
作
品
を
愛
読
し
て
い
た

陶
晶
孫
ゆ
え
に
成
し
遂
げ
た
仕
事
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
︒
な
お
︑
陶
晶
孫
が
中
国
帰
国
後
に
発
表
し
た
作
品
﹁
演
劇
雑
記
﹂︵﹃
楽

群
﹄
第
一
巻
第
五
期
︑
一
九
二
九
年
五
月
︶
で
は
︑
築
地
小
劇
場
特
有
の
演
劇
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
語
る
な
ど
︑
陶
晶
孫
は
一

九
二
六
年
か
ら
東
京
に
滞
在
し
た
際
︑
日
本
の
左
翼
演
劇
運
動
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︵
21
︶

︒
ま
た
陶
が
中

国
帰
国
後
に
創
設
し
た
人
形
劇
団
﹁
木
人
戯
社
﹂
は
︑
築
地
小
劇
場
の
ス
タ
ッ
フ
ら
が
組
織
し
た
人
形
劇
団
﹁
人
形
座
﹂
を
モ
デ
ル

と
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
22
︶

︒
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
︑
陶
晶
孫
も
ま
た
日
本
で
左
翼
演
劇
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
︑
そ
の

経
験
を
も
と
に
芸
術
劇
社
の
活
動
を
支
え
︑
そ
れ
と
並
行
し
て
木
人
戯
社
を
組
織
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
︒

︵
2
︶
九
州
帝
大
フ
ィ
ル
ハ
ル
モ
ニ
ー
会
と
東
北
帝
大
管
弦
楽
部

さ
ら
に
日
本
留
学
期
の
陶
晶
孫
は
︑
二
つ
の
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
所
属
し
︑
音
楽
活
動
も
行
っ
て
い
た
︒
幼
少
期
よ
り
ピ
ア
ノ

を
習
い
︑
西
洋
音
楽
に
親
し
ん
で
い
た
陶
晶
孫
は
︑
九
州
帝
国
大
学
で
は
フ
ィ
ル
ハ
ル
モ
ニ
ー
会
︑
東
北
帝
国
大
学
で
は
管
弦
楽
団
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に
入
部
し
た
︒

﹁
九
州
帝
国
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ル
モ
ニ
ー
会
﹂

は
︑
ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
を
有
す
る
医
学
部
教

授
�
保
三
郎
に
よ
り
一
九
〇
九
年
に
創
設
さ
れ

た
︒
帝
大
の
な
か
で
は
最
も
早
く
設
立
さ
れ
た

大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
り
︑
�
教
授
が
自
ら

指
揮
を
担
当
し
た
フ
ィ
ル
ハ
ル
モ
ニ
ー
会
は
︑

日
本
で
最
初
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
交
響

曲
の
第
四
楽
章
を
演
奏
す
る
な
ど
︑
当
時
の
日

本
で
は
国
内
有
数
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
っ
た
︵
23
︶

︒

陶
が
在
籍
し
て
い
た
期
間
は
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
最
も
華
や
か
な
時
期
に
重
な
る
と
い
う
︵
24
︶

︒
こ

こ
で
は
︑
陶
の
音
楽
活
動
を
理
解
す
る
手
が
か

り
と
し
て
︑
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
記
録
に
よ

り
︑
彼
が
参
加
し
た
演
奏
会
と
そ
の
曲
目
︑
担

当
し
た
楽
器
を
記
し
て
お
こ
う
︒

表
1
か
ら
は
︑
陶
が
管
楽
器
か
ら
弦
楽
器
ま
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表 1 「九州帝国大学フィルハルモニー会」演奏会一覧 25）

タイトル 開催時期／場所 曲目 陶の担当

第 16 回春季演奏会
1920 年 3 月 13 日

福岡市記念館

ドビュッシー

・第一アラビア調曲

ルービンシュタイン

・天使の夢

シューベルト

・ロ短調未完成シンフォニー

メンデルスゾーン

・静けき海と幸ある船路（作品 27）

第 2 トロンボー

ン

ベートーヴェン 150

年祭記念

第 17 回秋季演奏大会

1920 年 11 月 20 日

福岡市記念館

ベートーヴェン

・アテネの廃墟

・牧歌交響楽（作品 68）

グルック

・歌劇「オルフェウス」第 2幕第 1場

第 2コルネット

第 18 回春季演奏大会
1921 年 6 月 4 日

福岡市記念館

ランゲ

・花の歌

パデレウスキー

・メヌエット

モーツァルト

・ト短調交響楽

ワーグナー

・歌劇「ローエングリーン」（抜粋）

第 2コルネット

第 20 回春期演奏大会

（メンデルスゾーンの

夕）

1921 年 5 月 20 日

福岡市記念館

メンデルスゾーン

・ヴァイオリン司伴楽（作品 64）

・伊太利（第 4）交響楽（作品 90）

・静けき海と幸ある船路（作品 27）

コントラバス



で
幅
広
く
担
当
し
︑
か
つ
小
品
か
ら
交
響
曲
ま
で
︑
ま
た
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
か
ら
ワ
ー
グ
ナ
ー
ま
で
多
様
な
作
曲
家
の
楽
曲

を
演
奏
し
︑
九
州
帝
大
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
へ
の
参
加
を
通
し

て
西
洋
音
楽
へ
の
造
詣
を
深
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

一
方
︑
東
北
帝
大
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
前
身
に
あ
た
る
音

楽
部
は
一
九
二
一
年
に
創
設
さ
れ
た
︒
つ
づ
い
て
一
九
二
四

年
に
音
楽
部
管
弦
学
部
が
設
立
さ
れ
︑
本
格
的
な
管
弦
楽
団

が
誕
生
す
る
に
至
り
︑
そ
の
指
導
に
当
た
っ
た
の
が
ド
イ
ツ

留
学
の
経
験
を
有
す
る
医
学
部
教
授
藤
田
敏
彦
で
あ
っ
た
︒

そ
し
て
︑
藤
田
教
授
の
教
え
子
で
あ
っ
た
陶
晶
孫
も
ま
た
同

管
弦
楽
団
の
創
設
に
立
ち
会
っ
て
い
た
︒
陶
晶
孫
は
理
学
部

物
理
学
教
室
で
学
ぶ
傍
ら
︑
電
気
を
用
い
た
神
経
生
理
学
の

実
験
を
行
う
た
め
︑
医
学
部
生
理
学
教
室
主
任
教
授
で
あ
る

藤
田
教
授
の
も
と
で
研
究
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
︒
藤
田

氏
は
陶
の
管
弦
楽
団
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
︑
次
の
よ
う
に
回

想
し
て
い
る
︒

大学オーケストラから左翼演劇へ101

タイトル 開催時期／場所 曲目 陶の担当

第 21 回秋季演奏大会

（管弦楽の夕）

1922 年 11 月 18 日

福岡市記念館

【マンドリンオーケストラ】

アリエンツオ

・若し私が王様ならば

ビリィ

・愛の微笑

メトラ

・セレナーデ

【管弦楽】

ベートーヴェン

・第 6（牧歌）交響楽

チャイコフスキー

・食後の組曲中より

【マンドリンオーケストラ】

モーツァルト

（ムニエル編）

・セレナーデ（ドン＝ジョバンニ中より）

ヴェルディ

・椿姫

【管弦楽】

ドリゴ

・セレナーデ

メンデルスゾーン

・結婚行進曲

コントラバス



陶
君
は
音
楽
に
も
才
能
を
有
し
て
居
た
︒
九
大
で
あ
の
有
名
な
�
保
三
郎
教
授
の
感
化
を
受
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
︒︵
中
略
︶

そ
の
�
教
授
の
下
で
︑
陶
君
は
管
弦
楽
指
揮
法
を
会
得
し
た
に
相
違
な
い
︒
／
陶
君
が
仙
台
に
来
た
頃
︑
丁
度
余
は
東
北
大
の

音
楽
部
長
を
し
て
居
た
の
で
︑
彼
の
力
に
よ
っ
て
︑
管
弦
楽
団
を
組
織
し
て
棒
を
揮
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
︒
或
る
演
奏

会
に
は
彼
自
ら
ピ
ア
ノ
を
弾
き
も
し
た
︒
残
っ
て
居
る
当
時
の
曲
目
の
一
つ
に
は
︑﹁
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
夕
﹂
と
し
て
︑
交
響

曲
第
四
十
番
︑
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
﹁
戴
冠
式
﹂︑
と
な
っ
て
居
る
の
が
あ
る
︒
但
し
管
弦
楽
団
と
い
っ
て
も
当
時
団
員
`
か
二
十

人
許
り
の
小
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
過
ぎ
ず
︑
近
年
度
々
第
九
を
演
奏
す
る
程
に
成
長
し
た
の
に
比
べ
て
全
く
隔
世
の
感
は
す
る
が

そ
れ
に
し
て
も
彼
は
東
北
大
音
楽
団
の
基
礎
を
築
い
た
も
の
と
し
て
︑
そ
の
功
は
没
せ
ら
れ
ぬ
︵
26
︶

︒

藤
田
氏
の
回
想
に
よ
れ
ば
︑
陶
は
名
高
い
九
州
帝
国
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ル
モ
ニ
ー
会
の
団
員
で
あ
っ
た
経
験
を
評
価
さ
れ
︑
誕
生
間

も
な
い
東
北
帝
大
の
管
弦
楽
団
の
初
代
指
揮
者
を
任
さ
れ
て
い
た
︒
以
下
︑
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
記
録
に
よ
り
︑
同
管
弦
楽
団
に

お
い
て
陶
が
参
加
し
た
演
奏
会
と
そ
の
曲
目
︑
ま
た
担
当
も
具
体
的
に
示
し
て
お
く
︒

表
2
の
演
奏
会
一
覧
か
ら
は
︑
東
北
帝
国
大
学
の
管
弦
楽
部
の
演
奏
会
で
は
︑
陶
は
指
揮
者
あ
る
い
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
舞
台

に
上
が
り
︑
演
奏
会
の
花
形
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
こ
の
こ
と
は
︑
中
国
人
日
本
留
学
生
の
歴
史
に
お
い
て

も
特
記
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
︒
な
お
︑
写
真
1
に
は
︑
東
北
帝
国
大
学
の
管
弦
楽
部
で
指
揮
者
を
務
め
た
陶
の
姿
︵
一
番

左
︶
が
写
っ
て
お
り
︑
在
り
し
日
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
︒

と
こ
ろ
で
︑
陶
晶
孫
の
西
洋
音
楽
に
対
す
る
愛
着
は
︑
日
本
留
学
期
に
執
筆
し
た
作
品
に
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
た
︒
第
一
創

作
集
﹃
音
楽
会
小
曲
﹄
の
題
名
は
︑
ま
さ
に
陶
の
音
楽
に
対
す
る
深
い
思
い
入
れ
を
物
語
っ
て
い
る
︒
同
創
作
集
に
は
表
題
作
﹁
音
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楽
会
小
曲
﹂
の
ほ
か
に
も
︑

﹁
両
情
景
﹂︑﹁
暑
假
﹂︵
一
九
二

六
︶︑﹁
両
姑
娘
﹂︵
一
九
二
六
︶︑

﹁
特
選
留
学
生
﹂︵
一
九
二
六
︶︑

﹁
愛
妻
的
発
生
﹂︵
一
九
二
六
︶︑

﹁
哈
達
門
的
珈
琲
店
﹂
な
ど
音

楽
会
を
舞
台
と
す
る
︑
あ
る
い

は
チ
ェ
ロ
や
ピ
ア
ノ
の
演
奏
者
︑

指
揮
者
が
登
場
す
る
作
品
が
収

め
ら
れ
て
い
た
︒
例
え
ば
︑

﹁
暑
假
﹂
の
主
人
公
は
陶
晶
孫

を
モ
デ
ル
と
し
た
﹁
晶
孫
﹂
で

あ
る
︒
彼
は
大
学
の
管
弦
楽
団

の
指
揮
者
で
あ
る
が
︑
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
を
習
得
す

る
た
め
︑
ピ
ア
ノ
の
練
習
に
励

ん
で
い
る
︒
こ
の
主
人
公
は
︑

大学オーケストラから左翼演劇へ103

表 2 「東北帝国大学音楽部管弦楽団」演奏会一覧 27）

タイトル 開催時期／場所 曲目 陶の担当

春季演奏会
1925 年 6 月 13 日

工学部講堂
記載なし 指揮

特別演奏会

（モーツァルトの夕）

1925 年 11 月 28 日

記載なし

モーツァルト

・交響楽第四十番（ト短調、KV. 550）

・室楽 弦楽四重奏（ニ長調、KV. 575）

・室楽 弦楽四重奏（イ長調）

・ピアノ司伴楽（ニ長調、KV. 537）

指揮

特別演奏会

春季演奏小会

1926 年 6 月 20 日

法文学部第 4教室

ベートーヴェン

・主題及び二変奏曲

・嬰ハ短調ピアノフォルテソナタ

ピアノ独奏

第 3回定期演奏会
1928 年 3 月 3 日

工学部講堂

ベートーヴェン

・嬰ハ短調ソナタ（月光曲）
ピアノ独奏

写真１ 「東北帝国大学音楽部管弦楽団」演奏会での陶晶孫 28）



ド
イ
ツ
の
音
楽
教
育
家
で
あ
る
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ク
レ
ー
ル
の
作
曲
学
の
書
籍
を
購
入
し
︑﹁
今
年
の
秋
の
音
楽
会
︑
Ｓ
市
の
音
楽
家

を
感
服
さ
せ
︑
そ
し
て
指
揮
者
の
僕
が
支
那

マ

マ

の
学
生
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
た
い
﹂
と
語
る
︵
29
︶

︒
Ｓ
市
と
は
︑
東
北
帝
大
の
所
在
地

で
あ
り
︑
当
時
陶
が
住
ん
で
い
た
仙
台
に
ほ
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
︒

陶
晶
孫
が
二
つ
の
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
の
活
動
を
通
し
て
培
っ
た
西
洋
音
楽
の
深
い
知
識
と
演
奏
技
術
は
︑
彼
の
芸
術
劇
社
に

お
け
る
音
楽
の
仕
事
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
︒

3
．
芸
術
劇
社
と
木
人
戯
社
で
の
活
動

一
九
二
八
年
末
頃
に
留
学
を
切
り
上
げ
︑
中
国
へ
帰
国
し
た
陶
晶
孫
は
︑
一
九
二
九
年
二
月
に
上
海
の
私
立
東
南
医
科
大
学
︵
一

九
三
〇
年
よ
り
東
南
医
学
院
に
改
名
︶
に
生
理
学
教
授
と
し
て
着
任
し
た
︒
一
九
三
〇
年
か
ら
は
故
郷
無
錫
の
教
育
学
院
の
要
請
に

よ
り
︑
無
錫
実
験
衛
生
模
範
区
主
任
を
兼
任
し
︑
以
後
︑
農
村
の
医
療
や
公
衆
ト
イ
レ
の
改
善
な
ど
地
道
な
公
共
衛
生
の
事
業
と
研

究
に
従
事
す
る
︵
30
︶

︒
そ
し
て
一
方
で
は
︑
上
海
の
左
翼
文
芸
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
ゆ
く
︒

︵
1
︶
﹃
大
衆
文
芸
﹄
の
誌
面
に
つ
い
て

文
芸
面
で
は
︑
帰
国
後
の
陶
晶
孫
は
︑
一
九
二
九
年
六
月
に
創
造
社
の
旧
友
で
あ
る
郁
達
夫
か
ら
文
芸
誌
﹃
大
衆
文
芸
﹄
の
編
集

を
引
き
継
ぐ
︒
以
下
︑
い
ず
れ
も
陶
が
中
心
人
物
と
し
て
関
わ
っ
た
﹃
大
衆
文
芸
﹄
の
編
集
と
芸
術
劇
社
の
活
動
と
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
考
察
し
た
い
︵
31
︶

︒
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陶
晶
孫
は
﹃
大
衆
文
芸
﹄
第
二
巻
第
一
期
︵
一
九
二
九
年
十
一
月
︶
か
ら
第
二
巻
第
五
・
六
期
合
刊
︵
一
九
三
〇
年
六
月
︑
同
号

で
停
刊
︶
ま
で
の
編
集
を
担
当
し
た
︒
そ
の
う
ち
︑
第
二
巻
第
三
期
︵
一
九
三
〇
年
三
月
︶
と
四
期
︵
一
九
三
〇
年
五
月
︶
は
﹁
新

興
文
学
専
号
﹂
と
し
て
特
集
を
組
ん
で
い
る
︒
編
集
者
で
あ
る
陶
晶
孫
は
自
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
色
の
強
い
海
外
の
戯
曲
や
小
説
を
翻

訳
︑
あ
る
い
は
創
作
し
︑
先
頭
に
立
つ
か
の
よ
う
に
次
々
と
文
章
を
同
誌
に
掲
載
し
た
︒
ま
た
﹁
新
興
文
学
専
号
﹂
で
は
︑
魯
迅
の

ほ
か
︑
芸
術
劇
社
の
メ
ン
バ
ー
と
も
重
な
る
創
造
社
と
太
陽
社
の
作
家
︑
さ
ら
に
日
本
の
左
翼
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
︑
尾
崎
秀
実
と
山

上
正
義
な
ど
錚
錚
た
る
執
筆
者
が
名
を
連
ね
て
お
り
︑
当
時
の
陶
晶
孫
の
左
翼
文
芸
界
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
さ
を
物
語
っ

て
い
る
︒

﹃
大
衆
文
芸
﹄
は
︑
一
九
三
〇
年
三
月
に
成
立
し
た
左
翼
作
家
連
盟
の
機
関
誌
的
な
性
質
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

が
︑
も
う
一
つ
の
特
色
と
し
て
︑
文
学
︑
美
術
︑
音
楽
︑
演
劇
に
跨
る
誌
面
構
成
で
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
︒
同
誌
の
目
次
は
︑

﹁
事
実
談
﹂︵
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
︶︑﹁
大
衆
文
芸
小
品
﹂︑﹁
新
興
文
学
﹂︑﹁
漫
画
﹂︑﹁
音
楽
﹂︑﹁
木
人
劇
﹂︵
人
形
劇
︶
な
ど
各
欄
に

区
分
さ
れ
︑
各
分
野
の
多
彩
な
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
︑
陶
晶
孫
も
ま
た
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
章
を
書
い
て
い
た
︒

特
に
第
二
巻
第
三
期
の
﹁
音
楽
﹂
欄
は
︑
陶
晶
孫
が
一
人
で
数
�
の
作
品
を
寄
せ
て
い
る
︒
例
え
ば
︑
後
述
す
る
﹁
聴
馬
思
聡
的

音
楽
﹂
は
︑
陶
が
出
席
し
た
上
海
の
音
楽
会
の
感
想
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
り
︑
ま
た
Ｌ
・
利
貝
定
斯
基
原
著
﹁
革
命
十
年
間
蘇
俄
的

音
楽
之
発
展
﹂
は
︑
ソ
連
に
お
け
る
音
楽
教
育
な
ど
の
状
況
を
論
じ
た
論
文
の
翻
訳
で
あ
っ
た
︒
な
お
︑
同
翻
訳
論
文
の
最
後
に
記

さ
れ
た
付
記
を
手
が
か
り
と
す
る
と
︵
32
︶

︑
底
本
と
し
た
日
本
語
訳
は
︑
秋
田
雨
雀
を
所
長
と
し
た
国
際
文
化
研
究
所
の
機
関
誌
︑﹃
国

際
文
化
﹄︵
第
二
巻
第
三
期
︑
一
九
二
九
年
三
月
︶
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ル
・
リ
ベ
ヂ
ン
ス
キ
ー
著
︑
山
田
恕
訳
﹁
革
命
十
年
間
に
於

け
る
ソ
ウ
エ
ー
ト
音
楽
の
発
展
﹂
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
︵
33
︶

︒
そ
の
ほ
か
︑﹁
音
楽
﹂
欄
に
は
歌
曲
の
楽
譜
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
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る
が
︑
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
︒

こ
の
よ
う
な
﹃
大
衆
文
芸
﹄
に
お
け
る
芸
術
の
各
分
野
の
垣
根
を
越
え
て
︑
左
翼
文
芸
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
︑
ま
さ
に

芸
術
劇
社
が
刊
行
し
た
総
合
雑
誌
﹃
芸
術
﹄
月
刊
や
﹃
沙
侖
﹄
月
刊
の
誌
面
構
成
と
重
な
り
︑
す
な
わ
ち
︑
陶
が
編
集
し
た
﹃
大
衆

文
芸
﹄
は
芸
術
劇
社
の
活
動
と
呼
応
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
︵
34
︶

︒

︵
2
︶
芸
術
劇
社
に
お
け
る
音
響
の
仕
事

陶
晶
孫
は
芸
術
劇
社
で
は
音
楽
部
に
属
し
︑
主
に
音
響
を
担
当
を
し
た
︒
以
下
に
関
係
者
の
回
想
を
手
が
か
り
と
し
︑
彼
の
音
楽

面
で
の
仕
事
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
︒

第
一
回
公
演
﹁
愛
と
死
と
の
戯
れ
﹂
で
は
︑
陶
は
劇
中
の
歌
曲
に
合
わ
せ
て
自
ら
ピ
ア
ノ
で
伴
奏
を
し
て
い
る
︵
35
︶

︒﹁
築
地
小
劇
場
﹂

が
使
用
し
た
脚
本
﹁
愛
と
死
と
の
戯
れ
﹂
に
よ
れ
ば
︵
36
︶

︑
第
一
幕
の
冒
頭
︑
革
命
議
会
議
員
の
邸
宅
の
客
間
に
集
ま
っ
た
人
々
が
フ
ラ

ン
ス
革
命
期
に
愛
唱
さ
れ
た
グ
レ
ト
リ
ー
の
革
命
歌
﹁
自
由
の
樹
を
植
え
る
た
め
に
﹂︵
一
七
九
九
年
︶
を
口
ず
さ
む
場
面
が
あ
る
︒

前
述
の
﹃
大
衆
文
芸
﹄
第
二
巻
第
三
期
の
﹁
音
楽
﹂
欄
に
は
︑
さ
ら
に
歌
曲
﹁
培
植
自
由
老
樹
﹂
の
楽
譜
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
︑
こ

の
﹁
培
植
自
由
老
樹
﹂
と
﹁
自
由
の
樹
を
植
え
る
た
め
に
﹂
を
並
べ
て
み
る
と
︑
題
名
の
み
な
ら
ず
︑
歌
詞
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と

に
気
づ
く
︒
す
な
わ
ち
︑﹁
培
植
自
由
老
樹
﹂
は
芸
術
劇
社
の
公
演
﹁
愛
と
死
と
の
戯
れ
﹂
で
歌
わ
れ
︑
ま
た
陶
が
伴
奏
し
た
革
命

歌
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
︒

つ
づ
く
第
二
回
公
演
の
実
験
的
な
大
型
劇
︑
五
幕
十
三
場
﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
で
は
︵
37
︶

︑
陶
晶
孫
は
音
響
と
照
明
の
ほ
か
︑
さ

ら
に
脚
本
の
翻
訳
と
会
場
選
定
の
仕
事
も
担
当
し
た
︒﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
を
観
劇
し
た
陳
万
里
と
趙
銘
彝
は
︑
舞
台
音
響
を
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高
く
評
価
し
︑
特
に
主
人
公
の
青
年
兵
士
パ
ウ
ロ
の
母
親
が
﹁
子
守
唄
﹂
を
歌
う
場
面
に
強
い
感
動
を
覚
え
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
︒

こ
の
脚
本
の
幕
開
け
の
最
初
の
場
面
と
幕
引
き
の
最
後
の
場
面
に
は
と
て
も
満
足
し
て
い
る
︒
子
守
唄
の
歌
声
に
は
母
の
愛
が

込
め
ら
れ
︑
観
客
の
心
を
強
く
揺
さ
ぶ
っ
た
︵
38
︶

︒

﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
の
劇
中
で
は
﹁
子
守
唄
﹂
が
あ
り
︑
李
声
韻
が
揺
り
か
ご
を
揺
ら
し
な
が
ら
歌
っ
た
︒
音
楽
の
演
出

は
す
ば
ら
し
か
っ
た
︒
こ
の
曲
は
陶
晶
孫
が
作
っ
た
も
の
で
あ
り
︑
今
で
も
私
は
歌
う
こ
と
が
で
き
る
︒
歌
詞
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
︒
／
﹁
幼
子
よ
︑
お
眠
り
な
さ
い
︑
／
明
日
は
あ
な
た
を
連
れ
て
体
操
を
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
︒
／
蘆
︑
柴
︑

茅
を
刀
と
し
ま
し
ょ
う
︑
／
な
ん
て
堂
々
と
し
て
い
る
の
か
し
ら
︒
／
幼
子
よ
︑
大
き
く
な
っ
た
ら
学
校
に
入
り
ま
し
ょ
う
︑

／
体
操
を
学
び
ま
し
ょ
う
︒
／
文
も
良
し
︑
／
武
も
良
し
︑
／
そ
れ
で
こ
そ
才
能
Ø
れ
る
人
と
な
る
で
し
ょ
う
︵
39
︶

︒﹂

今
で
も
深
い
印
象
が
残
っ
て
い
る
の
は
︑
馮
乃
超
夫
人
の
李
声
韻
が
母
親
を
演
じ
︑
戦
火
の
火
の
粉
が
飛
び
交
う
な
か
で
﹁
子

守
唄
﹂
を
歌
う
場
面
で
あ
る
︒
彼
女
は
揺
り
か
ご
を
揺
ら
し
な
が
ら
子
守
唄
を
口
ず
さ
み
︑
会
場
は
静
ま
り
返
り
︑
心
揺
さ
ぶ

る
歌
声
に
耳
を
傾
け
た
︒
母
の
愛
と
平
和
︑
そ
し
て
未
来
へ
の
希
望
を
歌
う
子
守
唄
は
︑
凄
ま
じ
い
爆
撃
の
轟
き
わ
た
る
砲
声

と
混
じ
り
合
っ
た
︒
戦
争
は
人
々
の
幸
福
へ
の
渇
望
を
打
ち
砕
く
︒
し
か
し
︑
母
親
は
そ
れ
で
も
忍
耐
強
く
︑
残
酷
な
現
実
へ

立
ち
向
か
う
︒
こ
の
よ
う
な
舞
台
演
出
は
観
客
の
強
い
共
感
を
呼
び
起
こ
し
︑
ゆ
え
に
今
に
至
る
ま
で
こ
の
場
面
を
私
は
忘
れ

ら
れ
ず
に
い
る
︵
40
︶

︒
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﹁
劇
団
築
地
小
劇
場
﹂
で
用
い
た
村
山
知
義
の
脚
本
﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
に
よ
れ
ば
︑
陳
万
里
と
趙
銘
彝
が
心
打
た
れ
た

﹁
子
守
唄
﹂
の
場
面
と
は
︑
冒
頭
で
母
親
が
赤
ん
坊
の
パ
ウ
ロ
に
﹁
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
子
守
唄
﹂
を
歌
う
場
面
に
当
た
る
︒
村
山
の
脚

本
で
は
︑
原
作
に
は
な
い
三
つ
の
シ
ー
ン
︑
す
な
わ
ち
パ
ウ
ロ
が
赤
ん
坊
の
時
︑
十
歳
お
よ
び
十
六
歳
の
時
か
ら
成
る
プ
ロ
ロ
ー
グ

を
付
け
加
え
て
い
た
︒
た
だ
し
︑
趙
銘
彝
が
記
憶
す
る
子
守
唄
の
歌
詞
は
︑﹁
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
子
守
唄
﹂
の
優
美
な
歌
詞
と
は
全
く

異
な
り
︵
41
︶

︑
む
し
ろ
﹁
弱
国
﹂
民
族
を
鼓
舞
す
る
か
の
よ
う
な
啓
蒙
的
な
内
容
で
あ
っ
た
︒
つ
ま
り
︑
趙
銘
彝
が
語
る
よ
う
に
︑
子
守

唄
は
陶
晶
孫
の
書
き
下
ろ
し
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
さ
ら
に
芸
術
劇
社
の
公
演
で
は
︑
冒
頭
の
み
な
ら
ず
最
後
の
場
面
で
も
子

守
唄
を
歌
い
︑
ま
た
子
守
唄
と
砲
声
を
同
時
に
響
か
せ
る
な
ど
︑
村
山
の
脚
本
に
は
な
い
演
出
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お
り
︑
陶
が
独
自

の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

そ
も
そ
も
︑
村
山
の
脚
本
﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
で
は
︑
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
と
軍
楽
隊
の
演
奏
︑
ま
た
第
一
幕

で
軍
楽
隊
の
演
奏
と
汽
車
の
音
︑
英
仏
独
の
国
歌
の
合
唱
な
ど
︑
随
所
に
細
か
い
音
楽
の
指
示
が
あ
り
︑
音
響
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
︒
そ
の
音
響
を
担
当
し
た
陶
の
活
躍
は
︑
さ
ら
に
沈
端
先
と
楊
�
人
の
回
想
の
な
か
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
︒

今
回
の
演
出
で
は
数
多
く
の
新
た
な
ス
タ
イ
ル
を
試
み
た
︒
例
え
ば
﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
で
は
︑
幕
開
け
の
前
に
ま
ず
第

一
次
世
界
大
戦
の
映
画
︵
外
国
映
画
か
ら
取
り
出
し
た
も
の
︶
を
放
映
し
︑
字
幕
を
付
け
て
説
明
し
た
︒
陶
晶
孫
の
音
響
も
な

か
な
か
良
く
︑
同
時
に
ま
た
照
明
を
用
い
て
︑﹁
暗
転
﹂
を
実
験
的
に
行
っ
た
︵
42
︶

︒
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﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
は
大
型
劇
で
あ
り
︑
何
種
類
も
の
背
景
や
数
多
く
の
配
役
を
必
要
と
し
︑
演
出
が
困
難
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
っ
た
︒︵
中
略
︶
ま
ず
監
督
の
一
人
で
あ
る
沈
端
先
が
︑
な
ぜ
み
ん
な
こ
ん
な
に
努
力
し
な
い
の
か
︑
と
声
を

張
り
上
げ
て
泣
き
出
し
た
︒
彼
の
涙
は
全
員
を
感
激
さ
せ
︑
全
神
経
を
演
劇
に
傾
け
る
決
意
を
さ
せ
た
︒
そ
し
て
陶
晶
孫
は
自

ら
申
し
出
て
︑
音
響
を
担
当
す
る
ほ
か
︑
さ
ら
に
照
明
を
管
理
し
た
︒
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
た
電
線
を
彼
の
席
の
脇
に
集
め
︑

ス
イ
ッ
チ
が
い
く
つ
も
並
ぶ
電
源
を
設
置
し
た
︵
43
︶

︒

こ
の
よ
う
に
陶
晶
孫
は
ま
た
﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
の
照
明
と
脚
本
翻
訳
も
手
が
け
て
お
り
︑﹁
脚
本
は
︑
す
で
に
何
回
も
村

山
知
義
の
作
品
を
翻
訳
し
た
こ
と
の
あ
る
陶
晶
孫
が
数
日
以
内
に
完
成
さ
せ
る
﹂
と
い
う
陶
自
身
の
言
葉
か
ら
は
︵
44
︶

︑
村
山
の
作
品
の

愛
読
者
と
し
て
の
自
負
が
う
か
が
え
る
︒
さ
ら
に
上
演
に
際
し
て
日
本
人
専
用
の
上
海
演
芸
館
を
借
り
る
た
め
︑
難
解
な
交
渉
を
引

き
受
け
た
の
も
陶
晶
孫
で
あ
っ
た
︵
45
︶

︒
こ
の
劇
場
の
選
定
は
︑
国
民
政
府
の
干
渉
を
逃
れ
る
な
ど
の
理
由
も
あ
っ
た
が
︑
反
帝
国
主
義

戦
争
の
演
目
を
日
本
人
居
住
区
で
上
演
し
た
行
為
そ
の
も
の
に
も
︑
反
帝
国
主
義
︑
反
戦
争
の
意
義
が
あ
っ
た
と
い
う
︵
46
︶

︒

以
上
の
当
時
舞
台
の
現
場
に
い
た
関
係
者
の
回
想
か
ら
は
︑
陶
晶
孫
は
芸
術
劇
社
の
公
演
の
要
と
な
る
音
響
を
担
当
し
︑
ま
た

﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
の
上
演
に
際
し
て
は
︑
音
響
と
照
明
の
ほ
か
︑
さ
ら
に
脚
本
翻
訳
や
会
場
選
定
の
仕
事
も
引
き
受
け
て
お

り
︑
ま
さ
に
同
公
演
の
主
軸
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
︒
公
演
に
お
け
る
作
曲
︑
演
奏
︑
音
響
の
工
夫
な
ど
︑
陶
晶

孫
の
一
連
の
仕
事
は
︑
芸
術
劇
社
の
斬
新
な
舞
台
を
音
楽
面
か
ら
支
え
た
と
言
え
る
︒
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︵
3
︶
左
翼
演
劇
と
音
楽
の
融
合

最
後
に
︑
芸
術
劇
社
お
よ
び
木
人
戯
社
の
公
演
に
は
数
名
の
音
楽
家
が
参
加
し
て
お
り
︑
こ
れ
も
ま
た
陶
晶
孫
と
の
関
係
に
よ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
︒

ま
ず
︑
芸
術
劇
社
の
第
一
回
公
演
の
冒
頭
で
は
︑
馬
思
聡
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
独
奏
を
披
露
し
て
い
る
︵
47
︶

︒
馬
思
聡
︵
一
九
一
二
︱

一
九
八
七
︶
は
広
東
出
身
の
著
名
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
︑
作
曲
家
で
あ
る
︵
48
︶

︒
パ
リ
音
楽
学
院
に
最
初
に
入
学
し
た
中
国
人
留
学
生

で
あ
り
︑
一
九
二
九
年
に
一
旦
中
国
へ
帰
国
し
︑
上
海
︑
南
京
︑
広
州
な
ど
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
︑﹁
神
童
﹂
と
称
さ
れ
て
一
躍

人
気
を
博
し
た
︒
ま
た
上
海
工
部
局
の
交
響
楽
団
の
公
演
に
初
め
て
出
演
し
た
中
国
人
演
奏
家
で
も
あ
る
︒

前
述
の
﹃
大
衆
文
芸
﹄
第
二
巻
第
三
期
の
﹁
音
楽
﹂
欄
に
掲
載
さ
れ
た
陶
晶
孫
の
文
章
﹁
聴
馬
思
聡
的
音
楽
﹂
か
ら
は
︑
陶
晶
孫

が
一
九
三
〇
年
一
月
に
上
海
で
開
催
さ
れ
た
音
楽
会
に
出
席
し
︑
馬
思
聡
の
演
奏
を
鑑
賞
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
︒
こ
の
こ
と
を

傍
証
と
す
れ
ば
︑
デ
ビ
ュ
ー
間
も
な
い
馬
思
聡
を
芸
術
劇
社
の
公
演
に
招
い
た
の
は
︑
や
は
り
同
劇
社
で
音
楽
部
を
担
当
し
た
陶
晶

孫
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
な
お
︑
興
味
深
い
こ
と
に
馬
思
聡
は
魯
迅
を
慕
い
︑
一
九
二
九
年
年
末
に
は
魯
迅
を
自
宅
ま
で
訪
問

し
て
い
る
︒
更
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
が
︑
あ
る
い
は
左
翼
文
芸
を
媒
介
と
し
て
陶
晶
孫
と
馬
思
聡
が
面
識
を
得
た
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
︒

さ
ら
に
村
山
知
義
が
保
存
し
て
い
た
木
人
戯
社
の
第
一
回
公
演
予
告
に
よ
れ
ば
︵
49
︶

︑
同
公
演
に
は
︑
上
海
の
音
楽
家
数
名
が
参
加
し

て
い
る
︒
木
人
戯
社
の
公
演
は
︑
芸
術
劇
社
第
二
回
公
演
の
前
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
︑
第
一
幕
が
ド
イ
ツ
の
オ
ッ
ト
ー
・

ミ
ュ
ラ
ー
の
人
形
劇
﹁
運
貨
便
車
﹂︵﹁
荷
車
﹂︑
翻
訳
＝
陶
晶
孫
︑
演
出
＝
王
一
榴
︑
演
出
助
手
＝
陶
晶
孫
︶︑
第
二
幕
が
ハ
イ
ド
ン
︵
50
︶

の
﹁
小
児
交
響
曲
﹂︵﹁
お
も
ち
ゃ
の
交
響
曲
︵
51
︶

﹂︶︑
第
三
幕
が
村
山
知
義
の
人
形
劇
﹁
畢
竟
是
奴
隷
罷
了
﹂︵﹁
や
っ
ぱ
り
奴
隷
だ
﹂︑
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翻
訳
＝
陶
晶
孫
︑
演
出
＝
許
幸
之
︑
演
出
助
手
＝
陶
晶
孫
︶
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
︵
52
︶

︒
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
︑
木
人
戯
社
の
ス

タ
ッ
フ
は
芸
術
劇
社
の
美
術
面
の
ス
タ
ッ
フ
が
兼
ね
て
い
た
こ
と
で
あ
り
︑
そ
し
て
ま
た
第
二
幕
の
﹁
お
も
ち
ゃ
の
交
響
曲
﹂
の
演

奏
者
と
し
て
︑
陶
晶
孫
の
ほ
か
︑
譚
抒
真
︑
朱
希
聖
︑
裘
夢
痕
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒

譚
抒
真
︵
一
九
〇
七
︱
二
〇
〇
二
︶
は
工
部
局
楽
団
で
最
初
の
中
国
人
団
員
と
な
っ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
︑
教
育
家
で
あ
る
︵
53
︶

︒

青
島
出
身
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
家
庭
に
生
ま
れ
︑
幼
い
頃
か
ら
讃
美
歌
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
音
楽
に
親
し
み
︑
北
京
大
学
附
設
音

楽
伝
習
所
を
経
て
︑
上
海
美
術
専
科
学
校
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
本
格
的
に
学
ぶ
︒
同
時
に
工
部
局
楽
団
の
団
員
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を

学
び
︑
工
部
局
楽
団
員
と
な
り
︑
一
九
二
九
年
か
ら
上
海
美
術
専
科
学
校
の
教
授
に
就
任
し
た
︒
同
時
期
︑
ま
た
上
海
芸
術
大
学
の

教
壇
に
立
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
︒
上
述
の
通
り
︑
陶
晶
孫
は
上
海
芸
術
大
学
の
音
楽
学
部
で
講
師
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
あ
り
︑
さ

ら
に
は
上
海
美
術
専
科
学
校
で
ド
イ
ツ
文
学
を
教
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
︵
54
︶

︒
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
教
育
の
場
を
通
し
て
︑
陶
と
譚
抒
真

は
知
り
合
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
︒

朱
希
聖
は
上
海
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
実
業
家
朱
志
堯
の
息
子
で
あ
り
︑
江
蘇
省
海
門
の
主
教
朱
希
孟
の
甥
に
当
た
る
が
︑
管
見
の

限
り
︑
経
歴
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
︒
彼
自
身
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
上
海
公
教
進
行
会
会
員
で
あ
り
︑
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
フ
ラ
ン

ス
語
書
籍
を
中
国
語
に
翻
訳
し
︑
ま
た
讃
美
歌
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
光
啓
中
学
校
の
校
歌
な
ど
を
手
が
け
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
︵
55
︶

︒
前
述
の
通
り
︑
陶
晶
孫
が
編
纂
し
た
﹃
大
衆
文
芸
﹄
第
二
巻
第
三
期
の
﹁
音
楽
﹂
欄
に
は
︑
第
一
回
公
演
﹁
愛
と
死
と
の

戯
れ
﹂
の
な
か
で
歌
わ
れ
た
グ
レ
ト
リ
ー
の
革
命
歌
﹁
培
植
自
由
老
樹
﹂
の
楽
譜
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
︒
た
だ
し
︑
そ
の
楽
譜
に
作

曲
者
と
し
て
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
︑
こ
の
朱
希
聖
で
あ
る
︒
陶
晶
孫
は
︑﹁
愛
と
死
と
の
戯
れ
﹂
の
公
演
に
際
し
て
歌
曲
の
原

譜
が
見
つ
か
ら
ず
︑
曲
を
臨
時
に
作
り
上
げ
た
こ
と
を
語
っ
て
お
り
︵
56
︶

︑
す
な
わ
ち
︑
朱
は
芸
術
劇
社
の
公
演
の
た
め
に
歌
曲
﹁
培
植
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自
由
老
樹
﹂
の
曲
を
作
成
し
︑
提
供
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
︒

こ
の
ほ
か
︑
裘
夢
痕
︵
一
九
〇
一
︱
一
九
七
八
︶
は
杭
州
出
身
︑
豊
子
愷
ら
が
創
設
し
た
上
海
専
科
師
範
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
︵
57
︶

︒

音
楽
理
論
お
よ
び
ピ
ア
ノ
演
奏
と
唱
歌
を
得
意
と
し
︑
卒
業
前
か
ら
豊
子
愷
な
ど
が
新
た
に
江
湾
に
創
設
し
た
立
達
学
園
の
音
楽
担

当
の
教
員
を
務
め
た
︒
そ
の
後
︑
復
旦
附
中
︑
松
江
中
学
な
ど
で
教
鞭
を
執
り
︑
中
高
等
学
校
の
音
楽
教
育
に
尽
力
す
る
︒
特
に
一

九
二
〇
年
半
ば
よ
り
音
楽
教
育
の
教
科
書
を
精
力
的
に
編
纂
し
て
お
り
︑
豊
子
愷
と
の
共
編
﹃
中
文
名
歌
五
十
曲
﹄︵
開
明
書
店
︑

一
九
二
七
年
︶
や
﹃
開
明
音
楽
教
本
︵
学
理
編
︶
1
︑
2
︑
3
﹄︵
開
明
書
店
︑
一
九
三
五
年
︶︑
ま
た
単
著
﹃
洋
琴
弾
奏
法
﹄︵
開

明
書
店
︑
一
九
二
九
年
︶
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

現
時
点
で
は
︑
陶
晶
孫
と
朱
希
聖
︑
裘
夢
痕
と
の
直
接
的
な
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
く
︑
ま
た
木
人
戯
社
公
演
の
実
施
に
つ
い
て

も
更
な
る
調
査
を
必
要
と
す
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
〇
年
に
か
け
て
都
市
文
化
が
成
熟
す
る
上
海
で
西
洋

音
楽
の
担
い
手
が
増
え
る
な
か
︑
中
国
人
の
音
楽
家
た
ち
が
ゆ
る
や
か
な
形
で
左
翼
演
劇
の
場
に
関
わ
り
︑
新
た
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

奏
で
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
︑
芸
術
劇
社
お
よ
び
木
人
戯
社
が
目
指
し
て
い
た
演
劇
空
間
の
芸
術
的
な
豊
か
さ
を
充
分
に

語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
︒

お
わ
り
に

︱
芸
術
劇
社
の
演
劇
空
間

創
造
社
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
中
国
へ
の
帰
国
後
︑
い
か
に
中
国
社
会
に
溶
け
込
み
︑
ま
た
日
本
で
学
ん
だ
学
術
や
知
識
を
中
国
社

会
に
生
か
す
か
︑
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒
若
手
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
優
先
さ
せ
た
革
命
文
学
の
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提
唱
の
な
か
で
︑
創
設
以
来
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
|
伯
奇
と
陶
晶
孫
︑
お
よ
び
日
本
の
左
翼
演
劇
の
現
場
を
体
験
し
た
葉
沉
や
許
幸

之
は
︑
芸
術
性
を
伴
っ
た
左
翼
演
劇
の
創
造
を
目
指
し
て
い
た
︒
芸
術
劇
社
の
功
績
と
し
て
︑
中
国
初
の
左
翼
劇
団
と
し
て
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
色
の
強
い
劇
を
上
演
し
た
の
み
な
ら
ず
︑
同
時
に
ま
た
演
劇
︑
美
術
︑
映
画
︑
文
学
︑
そ
し
て
音
楽
な
ど
各
分
野
の
芸
術
を

融
合
さ
せ
た
総
合
芸
術
と
し
て
の
左
翼
演
劇
の
創
造
を
試
み
︑
各
分
野
で
活
躍
し
得
る
人
材
を
輩
出
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

陶
晶
孫
に
つ
い
て
言
え
ば
︑
二
十
数
年
に
わ
た
る
日
本
留
学
を
終
え
て
中
国
へ
帰
国
し
︑
本
業
の
医
学
者
と
し
て
公
衆
衛
生
事
業

に
従
事
す
る
と
同
時
に
﹃
大
衆
文
芸
﹄
の
編
集
を
務
め
︑
ま
た
芸
術
劇
社
の
公
演
で
は
音
響
の
責
任
者
と
し
て
奔
走
し
た
︒
特
に
第

二
回
公
演
︑
村
山
知
義
脚
本
の
実
験
的
な
大
型
劇
﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
の
上
演
で
は
︑
音
響
と
照
明
の
ほ
か
︑
さ
ら
に
脚
本
翻

訳
と
会
場
の
交
渉
も
担
当
し
︑
舞
台
裏
の
大
黒
柱
と
し
て
活
躍
し
た
︒
こ
れ
ら
の
仕
事
は
︑
陶
晶
孫
が
日
本
留
学
期
よ
り
愛
読
︑
翻

訳
し
て
き
た
村
山
知
義
の
作
品
へ
の
共
感
︑
お
よ
び
日
本
の
二
つ
の
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
培
っ
た
西
洋
音
楽
へ
の
深
い
知
識
と
技

術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
ま
た
音
楽
の
造
詣
の
深
い
陶
晶
孫
を
通
し
て
︑
上
海
の
音
楽
家
た
ち
が
芸
術
劇
社
と

陶
が
創
設
し
た
木
人
戯
社
の
公
演
に
関
わ
り
︑
こ
れ
ら
の
演
劇
空
間
を
よ
り
開
か
れ
た
︑
豊
か
な
も
の
へ
と
変
え
た
こ
と
が
指
摘
で

き
る
︒

一
九
三
五
年
︑
芸
術
劇
社
の
閉
鎖
か
ら
五
年
後
︑
上
海
を
代
表
す
る
新
聞
﹃
申
報
﹄
に
元
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
て
映
画
界
の
人

材
を
育
成
す
る
﹁
上
海
戯
劇
電
影
研
究
所
﹂
が
創
設
さ
れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
た
︒
そ
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
は

陶
晶
孫
の
名
も
あ
っ
た
︵
58
︶

︒
同
研
究
所
の
詳
細
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
を
要
す
る
が
︑
こ
の
報
道
内
容
も
ま
た
︑
陶
晶
孫
が
芸
術
劇

社
の
主
軸
と
し
て
当
時
の
演
劇
界
に
残
し
た
足
跡
を
伝
え
て
い
る
︒
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注
︵
1
︶

È
飛
﹃
戯
劇
︑
革
命
与
都
市
漩
禍

︱
一
九
三
〇
年
代
左
翼
劇
運
︑
劇
人
在
上
海
﹄
北
京
大
学
出
版
社
︑
二
〇
〇
八
年
︒

︵
2
︶

青
年
芸
術
家
連
盟
に
つ
い
て
は
︑
主
に
小
谷
一
郎
﹃
一
九
三
〇
年
代
中
国
人
日
本
留
学
生
文
学
・
芸
術
活
動
史
﹄︵
	
古
書
院
︑
二
〇
一
〇
年
︶﹁
第
二
章

一
九
三

〇
年
代
日
本
に
お
け
る
中
国
人
日
本
留
学
生
の
文
学
・
芸
術
活
動
﹂
を
参
照
し
た
︒

︵
3
︶

沈
西
苓
﹁
怒
吼
吧
中
国
在
日
本
﹂﹃
戲
﹄
創
刊
号
︑
一
九
三
三
年
九
月
︵
�
田
肇
﹁﹃
怒
吼
罷
︑
中
國
！
﹄
覚
書
き

︱
﹃Р

ы
у
и
К
и
т
а
й

﹄
か
ら
﹃
吼
え
ろ
支
那
﹄︑

そ
し
て
﹃
怒
吼
罷
︑
中
國
！
﹄
へ

︱
﹂﹃
東
洋
文
化
﹄
第
七
十
七
号
︑
一
九
九
七
年
三
月
を
参
照
︶︑
許
幸
之
﹁
東
京
で
か
い
た
一
枚
の
絵
﹂︑
司
徒
慧
敏
﹁
五
人
の

学
友
た
ち
﹂﹃
わ
が
青
春
の
日
本
﹄
東
方
書
店
︑
一
九
八
二
年
︒
留
学
生
た
ち
は
︑
一
九
二
九
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
﹁
劇
団
築
地
小
劇
場
﹂
が
上
演
し
た
ソ
ビ

エ
ト
の
ト
レ
チ
ャ
コ
フ
脚
本
の
﹁
吼
え
ろ
︑
支
那
﹂
の
考
証
係
も
務
め
た
と
い
う
︒

︵
4
︶

上
海
芸
術
大
学
に
つ
い
て
は
︑
主
に
|
伯
奇
﹁
芸
術
劇
社
前
後
﹂︵﹃
中
国
話
劇
運
動
五
十
年
史
料
集
﹄
中
国
戯
劇
出
版
社
︑
一
九
五
八
年
︶︑
楊
繊
如
﹁
左
翼
作
家

在
上
海
芸
大
﹂︵﹃
新
文
学
史
料
﹄
一
九
八
〇
年
一
期
︶︑
小
谷
一
郎
﹁﹃
上
海
芸
大
﹄
の
こ
と
ど
も

︱
﹃
一
九
三
〇
年
代
文
芸
﹄
の
一
側
面

︱
﹂︵﹃
東
洋
文
化
﹄
第

六
十
五
号
︑
一
九
八
五
年
三
月
︶
を
参
照
し
た
︒

︵
5
︶
﹁
劇
場
消
息
﹂﹃
申
報
﹄
一
九
二
九
年
六
月
十
日
︒

︵
6
︶

劉
子
凌
﹁
上
海
芸
術
劇
社
的
成
立
与
公
演
考
論
﹂︵﹃
山
東
師
範
大
学
学
報
﹄
二
〇
一
五
年
第
六
十
巻
第
三
期
︶
で
は
︑
芸
術
劇
社
の
成
立
に
つ
い
て
史
実
的
な
把
握

を
試
み
て
い
る
︒
同
論
考
で
は
︑
成
立
大
会
の
時
期
は
︑
ま
だ
メ
ン
バ
ー
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
︑
太
陽
社
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
を
迎
え
て
秋
に
正
式
に
発
足
し
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
︒

︵
7
︶

趙
銘
彝
﹁
左
翼
戯
劇
家
聯
盟
是
怎
様
組
織
的
﹂﹃
新
文
学
史
料
﹄
一
九
七
八
年
第
一
輯
︒

︵
8
︶
﹁
芸
術
劇
社
第
一
回
座
談
会
速
記
﹂﹃
芸
術
﹄
月
刊
創
刊
号
︑
一
九
三
〇
年
三
月
︒

︵
9
︶

芸
術
劇
社
の
活
動
に
つ
い
て
は
︑
主
に
前
掲
︑
楊
繊
如
﹁
左
翼
作
家
在
上
海
芸
大
﹂︑
田
中
幸
利
﹁
上
海
の
左
翼
劇
﹂︵﹃
サ
ン
デ
ー
毎
日
﹄︑
一
九
三
〇
年
四
月
二
十

日
︶︑
楊
�
人
﹁
上
海
劇
壇
史
料
上
�
﹂︵﹃
現
代
﹄
第
四
卷
第
一
期
︑
一
九
三
三
年
十
一
月
︶︑
瞿
光
熙
編
﹃
芸
術
劇
社
史
料
﹄︵
上
海
文
芸
出
版
社
︑
一
九
五
九
年
︶︑
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趙
銘
彝
﹁
回
憶
芸
術
劇
社
﹂︵﹃
新
文
学
史
料
﹄
一
九
八
〇
年
一
期
︶
な
ど
を
参
照
し
た
︒

︵
10
︶

関
係
者
の
回
想
録
の
多
く
は
︑
第
二
回
公
演
で
は
主
に
﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂
に
つ
い
て
語
り
︑﹁
阿
珍
﹂
に
関
す
る
言
及
は
少
な
い
︒
こ
の
た
め
︑
同
舞
台
の

配
役
な
ど
不
明
な
点
が
多
い
︒

︵
11
︶
﹁
国
内
外
文
壇
消
息

三

関
於
芸
術
劇
社
﹂﹃
拓
荒
者
﹄
第
三
期
︑
一
九
三
〇
年
三
月
︒

︵
12
︶

秋
庭
太
郎
﹃
日
本
新
劇
史
下
巻
﹄︵
一
九
七
一
年
再
版
︶︑﹁
築
地
小
劇
場

劇
団
築
地
小
劇
場
全
上
演
目
録
﹂︵﹃
築
地
小
劇
場
検
閲
上
演
台
本
集
﹄
第
十
二
巻
︑
ゆ

ま
に
書
房
︑
一
九
九
一
年
︶︑
前
掲
︑
�
田
肇
﹁﹃
怒
吼
罷
︑
中
國
！
﹄
覚
書
き

︱
﹃Р

ы
у
и
К
и
т
а
й

﹄
か
ら
﹃
吼
え
ろ
支
那
﹄︑
そ
し
て
﹃
怒
吼
罷
︑
中
國
！
﹄
へ

︱
﹂
を
参
照
︒

︵
13
︶

村
山
知
義
﹃
演
劇
的
自
叙
伝
3
＝
1
9
2
6
～
3
0
﹄
東
邦
出
版
社
︑
一
九
七
四
年
︒

︵
14
︶

前
掲
︑
楊
�
人
﹃
上
海
劇
壇
史
料
上
�
﹄︒

︵
15
︶

邱
韻
鐸
﹁
関
於
芸
術
劇
社
的
第
一
次
公
演
﹂﹃
拓
荒
者
﹄
月
刊
第
二
期
︑
一
九
三
〇
年
二
月
︑﹁
芸
術
劇
社
将
第
二
次
公
演
﹂﹃
申
報
﹄
一
九
三
〇
年
二
月
三
日
︒

︵
16
︶

丁
景
唐
﹁
関
於
芸
術
劇
社
﹂︵﹃
上
海
戯
劇
﹄
一
九
六
一
年
五
期
︶
で
は
︑
文
学
︑
美
術
︑
演
劇
な
ど
各
芸
術
部
門
を
擁
す
る
芸
術
劇
社
の
組
織
と
﹃
芸
術
﹄
月
刊
お

よ
び
﹃
沙
侖
﹄
月
刊
の
誌
面
構
成
が
重
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︒

︵
17
︶

中
西
康
代
﹁
陶
晶
孫
初
期
作
品
集
﹃
音
楽
会
小
曲
﹄
と
新
感
覚
派
に
関
す
る
一
考
察
﹂﹃
日
本
文
学
﹄
第
八
十
三
号
︑
一
九
九
五
年
︒

︵
18
︶

小
谷
一
郎
﹁
一
枚
の
写
真
か
ら

︱
帰
国
前
の
陶
晶
孫
︑
陶
晶
孫
と
人
形
劇
の
こ
と
な
ど
﹂︵﹃
中
国
文
化
﹄
第
五
十
九
号
︑
二
〇
〇
一
年
︶
で
は
︑
陶
晶
孫
に
よ
る

村
山
知
義
の
反
戦
人
形
劇
の
翻
訳
を
取
り
上
げ
︑
陶
が
提
唱
し
た
人
形
劇
は
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
と
連
な
る
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
︒

︵
19
︶

拙
論
﹁
陶
晶
孫
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作
品
の
翻
訳

︱
﹃
楽
群
﹄
を
中
心
と
し
て

︱
﹂﹃
中
国
文
学
研
究
﹄
第
三
十
三
期
︑
二
〇
〇
七
年
︒

︵
20
︶
﹁
村
山
知
義
﹂﹃
大
衆
文
芸
﹄
第
二
巻
第
四
期
︑
一
九
三
〇
年
五
月
︑
九
四
七
頁
︒
本
論
で
は
﹃
中
国
現
代
文
学
史
資
料
﹄︵
株
式
会
社
大
安
︑
一
九
六
八
年
︶
影
印

本
の
﹃
大
衆
文
芸
﹄
を
参
照
し
た
︒
な
お
︑
陶
が
翻
訳
し
た
村
山
の
作
品
の
初
出
な
ど
に
つ
い
て
は
︑
拙
論
﹁
陶
晶
孫
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作
品
の
翻
訳

︱
﹃
楽

群
﹄
を
中
心
と
し
て

︱
﹂
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
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︵
21
︶

詳
細
は
︑
前
掲
の
拙
論
﹁
陶
晶
孫
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作
品
の
翻
訳

︱
﹃
楽
群
﹄
を
中
心
と
し
て

︱
﹂
を
参
照
さ
れ
た
い
︒

︵
22
︶

前
掲
︑
小
谷
一
郎
﹁
一
枚
の
写
真
か
ら

︱
帰
国
前
の
陶
晶
孫
︑
陶
晶
孫
と
人
形
劇
の
こ
と
な
ど
﹂︒

︵
23
︶
﹃
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
50
年
史
︵
1
9
0
9
-
1
9
5
9︶﹄
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会
︑
一
九
六
三
年
︑
高
仁
淑
﹁
帝
国
大
学
に
お
け
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
育
成
運
動

︱
�
保
三
郎
の
九
州
帝
国
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会
活
動
を
中
心
に

︱
﹂﹃
九
州
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
紀
要
﹄
第
六
号
︑
二
〇
〇
三
年
︒

︵
24
︶

幸
島
光
義
﹁
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会
と
陶
晶
孫
﹂︵﹃
中
国
文
学
論
集
﹄N
o.42

︑
九
州
大
学
中
国
文
学
会
︑
二
〇
一
三
年
︶
で
は
︑
陶
が
参
加
し
た
演
奏
会
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
使
用
し
た
可
能
性
の
あ
る
楽
譜
の
調
査
を
行
い
︑
九
大
フ
ィ
ル
時
代
の
陶
が
音
楽
面
に
お
い
て
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
︒

本
論
文
に
つ
い
て
は
中
里
見
敬
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
︒
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
︒

︵
25
︶
﹃
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
50
年
史
︵
1
9
0
9
-
1
9
5
9︶﹄
に
収
め
ら
れ
た
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
︑
筆
者
が
作
成
し
た
︒
な
お
︑
曲
目
は
陶

熾
︵
陶
晶
孫
の
本
名
︶
の
名
が
演
奏
メ
ン
バ
ー
と
し
て
記
さ
れ
︑
か
つ
演
奏
者
が
﹁
部
員
・
会
員
一
同
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
抜
粋
し
た
︒
ま
た
ば
ら
つ
き
が
見

ら
れ
る
作
曲
家
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
な
ど
は
︑
今
日
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
記
に
改
め
た
︒

︵
26
︶

藤
田
敏
彦
﹁
陶
晶
孫
君
を
憶
う
﹂﹃
日
本
医
事
新
報
﹄
第
一
八
一
五
号
︑
一
九
五
九
年
二
月
︑
五
十
頁
︒
引
用
に
あ
た
り
︑
原
文
の
旧
仮
名
遣
い
は
現
代
仮
名
遣
い

に
直
し
た
︒

︵
27
︶
﹃
東
北
大
学
交
響
楽
団
史
︵
1
9
2
1～
1
9
8
8︶﹄︵
東
北
大
学
交
響
楽
団
同
窓
会
︑
一
九
八
九
年
︶
に
収
め
ら
れ
た
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
︑
筆
者
が
作
成
し
た
︒

な
お
︑
曲
目
は
陶
熾
︵
陶
晶
孫
の
本
名
︶
が
演
奏
メ
ン
バ
ー
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
抜
粋
し
た
︒
ま
た
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
作
曲
家
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
な

ど
は
︑
今
日
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
記
に
改
め
た
︒

︵
28
︶

同
上
資
料
よ
り
︒

︵
29
︶
﹁
暑
假
﹂﹃
音
楽
会
小
曲
﹄
創
造
社
出
版
部
︑
一
九
二
七
年
︑
上
海
書
店
影
印
本
︑
一
九
八
九
年
︑
一
五
四
頁
︒

︵
30
︶

陶
晶
孫
が
実
施
し
た
公
共
衛
生
事
業
に
つ
い
て
は
︑
拙
論
﹁﹃
対
支
文
化
事
業
﹄
と
陶
晶
孫

︱
特
選
留
学
生
と
し
て
の
軌
跡
﹂︵﹃
中
国
研
究
月
報
﹄
第
六
十
七
巻

第
五
号
︑
二
〇
一
三
年
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
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︵
31
︶

太
田
進
﹁
陶
晶
孫
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
﹂︵﹃
季
刊
中
国
﹄N

o.93

︑
二
〇
〇
八
年
夏
季
号
︶
で
は
︑﹃
大
衆
文
芸
﹄
の
編
集
と
芸
術
劇
社
の
活
動
の
二
つ
を
陶
晶

孫
の
帰
国
後
の
主
な
仕
事
と
し
て
捉
え
︑
こ
の
二
つ
を
貫
い
て
い
た
の
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
だ
と
指
摘
し
て
い
る
︒

︵
32
︶

文
末
に
﹁
こ
れ
は
日
本
語
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
︒
日
本
語
訳
は
�
渋
で
あ
り
︑
本
文
は
比
較
的
自
由
に
訳
し
た
が
︑
そ
れ
で
も
ま
だ
硬
さ
が
残
っ
て
い
る
と
思
う
︒

こ
の
点
を
諒
承
頂
き
た
い
﹂
と
記
し
て
い
る
︒﹃
大
衆
文
芸
﹄
第
二
巻
第
三
期
︑
一
九
三
〇
年
三
月
︑﹃
中
国
現
代
文
学
史
資
料
﹄
五
一
六
頁
︒

︵
33
︶

秋
田
雨
雀
を
所
長
と
し
た
国
際
文
化
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
に
は
︑
村
山
知
義
や
佐
々
木
孝
丸
な
ど
が
お
り
︑﹃
国
際
文
化
﹄
は
国
際
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
の
宣

伝
を
目
的
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
︒

︵
34
︶
﹁
革
命
十
年
間
蘇
俄
的
音
楽
之
発
展
﹂
の
冒
頭
に
は
︑
さ
ら
に
﹁
こ
の
文
章
は
も
と
も
と
︑
あ
る
所
で
の
講
義
用
に
準
備
し
た
も
の
で
あ
り
︑
こ
の
た
め
幾
つ
か
脚

注
を
付
し
て
い
る
︒
だ
が
︑
今
回
は
削
除
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
と
す
る
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
講
義
と
は
︑
あ
る
い
は
芸
術
劇
社
の
演
劇
講
習
と
も
考
え
ら
れ
る
︒

︵
35
︶

前
掲
︑﹁
芸
術
劇
社
第
一
回
座
談
会
速
記
﹂︒

︵
36
︶
﹁
愛
と
死
と
の
戯
れ
﹂﹃
築
地
小
劇
場
検
閲
上
演
台
本
集
﹄
第
五
巻
︑
ゆ
ま
に
書
房
︑
一
九
九
〇
年
︒

︵
37
︶
﹁
西
部
戦
線
異
状
な
し
﹂﹃
築
地
小
劇
場
検
閲
上
演
台
本
集
﹄
第
十
巻
︑
ゆ
ま
に
書
房
︑
一
九
九
一
年
︒
夏
衍
﹁
難
忘
的
一
九
三
〇
年

︱
芸
術
劇
社
与
劇
聯
成
立
前

後

︱
﹂︵﹃
中
国
話
劇
運
動
五
十
年
史
料
集
﹄
中
国
戯
劇
出
版
社
︑
一
九
五
八
年
︶
で
は
︑
芸
術
劇
社
公
演
で
は
三
幕
十
一
場
だ
っ
た
と
回
想
す
る
︒
し
か
し
︑
一
九

三
〇
年
当
時
の
記
事
で
あ
る
田
中
幸
利
﹁
上
海
の
左
翼
劇
﹂︵
一
九
三
〇
年
︶
と
﹁
芸
術
劇
社
両
次
公
演
﹂︵﹃
戯
劇
与
文
芸
﹄
一
九
三
〇
年
一
期
︶
は
︑
い
ず
れ
も
日

本
で
の
公
演
と
同
様
の
五
幕
十
三
場
だ
と
報
じ
て
い
る
︒

︵
38
︶
﹁
芸
術
劇
社
第
二
次
公
演
座
談
会
﹂﹃
摩
登
﹄
第
一
巻
第
一
号
︑
一
九
三
〇
年
四
月
︑﹃
芸
術
劇
社
史
料
﹄
四
十
四
頁
︒

︵
39
︶

前
掲
︑
趙
銘
彝
﹁
回
憶
芸
術
劇
社
﹂
二
六
三
頁
︒

︵
40
︶

趙
銘
彝
口
述
︑
施
学
茂
整
理
﹁
夏
衍
主
持
芸
術
劇
社
演
出
︽
西
線
無
戦
事
︾

︱
兼
憶
石
凌
鶴
同
志
﹂﹃
新
文
化
史
料
﹄
一
九
九
六
年
三
期
︑
十
一
頁
︒

︵
41
︶

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
子
守
唄
の
歌
詞
は
﹁
眠
れ
よ
吾
子

汝
を
め
ぐ
り
て

美
し
の
花
咲
け
ば

眠
れ
今
は

い
と
安
け
く

あ
し
た
窓
に

訪
い
く
る
ま
で
﹂︵
堀
内

敬
三
訳
︶
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
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︵
42
︶

前
掲
︑
夏
衍
﹁
難
忘
的
一
九
三
〇
年

︱
芸
術
劇
社
与
劇
聯
成
立
前
後

︱
﹂
一
五
二
頁
︒

︵
43
︶

前
掲
︑
楊
�
人
﹁
上
海
劇
壇
史
料
上
�
﹂
二
〇
二
頁
︒

︵
44
︶

李
無
文
︵
陶
晶
孫
︶﹁
戯
本
〝
西
線
無
戦
事
〟

︱
小
説
・
脚
本
・
公
演
的
紹
介

︱
﹂﹃
大
衆
文
芸
﹄
第
二
巻
第
三
期
︑
一
九
三
〇
年
三
月
︑﹃
中
国
現
代
文
学
史

資
料
﹄
六
五
九
頁
︒

︵
45
︶

前
掲
︑
楊
�
人
﹃
上
海
劇
壇
史
料
上
�
﹄︒

︵
46
︶

辛
島
驍
﹃
中
国
の
新
劇
﹄
昌
平
堂
︑
一
九
四
八
年
︒

︵
47
︶
﹁
芸
術
劇
社
定
期
公
演
﹂﹃
申
報
﹄
一
九
二
九
年
十
二
月
二
十
三
日
︑
前
掲
︑
|
伯
奇
﹁
芸
術
劇
社
前
後
﹂︒

︵
48
︶

馬
思
聡
の
経
歴
に
つ
い
て
は
︑
中
国
芸
術
研
究
院
音
楽
研
究
所
編
︑
向
延
生
主
編
﹃
中
国
近
現
代
音
楽
家
伝
﹄
第
二
巻
︵
春
風
文
芸
出
版
社
︑
一
九
九
四
年
︶︑﹃
馬

思
聡
年
譜
﹄︵
中
国
文
聯
出
版
社
︑
二
〇
〇
四
年
︶
な
ど
を
参
照
し
た
︒

︵
49
︶

前
掲
︑
村
山
知
義
﹃
演
劇
的
自
叙
伝
3
＝
1
9
2
6
～
3
0
﹄
三
七
八
頁
︒
同
書
に
よ
れ
ば
︑
木
人
戯
社
の
公
演
予
告
は
中
国
語
の
書
籍
の
一
ペ
ー
ジ
に
印
刷
さ
れ

た
も
の
だ
と
い
う
が
︑
そ
の
書
籍
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
︒
許
幸
之
﹁
友
愛
与
温
暖
的
回
憶

︱
為
上
海
芸
術
劇
社
誕
生
二
十
七
周
年
紀
念
而
作

︱
﹂︵﹃
中
国
話
劇

運
動
五
十
年
史
料
集
﹄︶
で
は
︑
第
二
回
公
演
の
前
に
人
形
劇
を
演
じ
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
︒

︵
50
︶

今
日
で
は
︑﹁
お
も
ち
ゃ
の
交
響
曲
﹂
は
E
d
m
u
n
d
A
n
g
e
re
r
作
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
︒

︵
51
︶

一
九
二
三
年
の
第
二
十
二
回
九
州
帝
大
フ
ィ
ル
ハ
ル
モ
ニ
ー
会
春
季
演
奏
大
会
で
は
︑﹁
お
も
ち
ゃ
の
交
響
曲
﹂
を
演
奏
し
て
い
る
︒
お
そ
ら
く
陶
は
同
曲
の
演
奏

を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
︑
選
曲
し
た
と
思
わ
れ
る
︒

︵
52
︶
﹁
運
貨
便
車
﹂
と
﹁
や
っ
ぱ
り
奴
隷
だ
﹂
は
と
も
に
陶
晶
孫
著
の
人
形
劇
脚
本
集
﹃
傻
子
的
治
療
﹄︵
現
代
書
局
︑
一
九
三
〇
年
︶
に
収
録
さ
れ
て
い
る
︒

︵
53
︶

譚
抒
真
の
経
歴
に
つ
い
て
は
︑
中
国
芸
術
研
究
院
音
楽
研
究
所
編
︑
向
延
生
主
編
﹃
中
国
近
現
代
音
楽
家
伝
﹄
第
一
巻
︵
春
風
文
芸
出
版
社
︑
一
九
九
四
年
︶
な
ど

を
参
照
し
た
︒

︵
54
︶

陶
晶
孫
﹁
楓
林
橋
日
記
﹂﹃
牛
骨
集
﹄
太
平
書
局
︑
一
九
四
四
年
︒
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︵
55
︶

朱
希
聖
﹃
多
明
我
啥
維
豪
伝
序
﹄
一
九
一
九
年
︵
発
行
所
記
載
な
し
︶︑﹁
私
立
光
啓
中
学
校
歌
﹂﹃
光
啓
中
学
﹄
創
刊
号
︑
一
九
三
六
年
︑﹁
海
門
教
区
深
切
缅
怀
香

港
拯
望
会
朱
兆
娟
修
女
﹂︑h

ttp
://w

w
w
.tzjh
m
jq
.com

/d
etail.asp

?id
=
354

な
ど
を
参
照
︒

︵
56
︶

前
掲
︑﹁
芸
術
劇
社
第
一
回
座
談
会
速
記
﹂︒

︵
57
︶

裘
夢
痕
の
経
歴
に
つ
い
て
は
︑
楊
和
平
﹃
先
覚
者
的
足
跡

︱
李
叔
同
及
其
支
系
弟
子
音
楽
教
育
思
想
与
実
践
研
究
﹄︵
上
海
音
楽
出
版
社
︑
二
〇
一
〇
年
︑﹁
第
六

章

李
叔
同
再
伝
弟
子
的
音
楽
教
育
思
想
与
貢
献
﹂︶
な
ど
を
参
照
し
た
︒

︵
58
︶
﹁
上
海
戯
劇
電
影
研
究
所
成
立
﹂﹃
申
報
﹄
一
九
三
五
年
十
月
二
十
二
日
︒
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